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 2021年 4月 5日 

 

※本リリースは、2021年 3月 31日にドイツ・ヘンケル本社が発表したリリースの日本語訳版です。本リリースは英語が原

本であり、その内容・解釈については英文リリースが優先します。 

 

ヘンケル、2021年第 1四半期の既存事業売上高（速報値）を発表 

ヘンケル、2021年度の力強いスタートを見込む 

 

デュッセルドルフ—新型コロナウイルス感染症拡大による厳しい経済環境が続くなか、ヘンケルは

2021 年第 1 四半期の既存事業売上高成長率が極めて力強い伸びを示すものと予想しています。

速報値によると、第 1 四半期の既存事業売上高成長率（為替変動と買収・売却の影響の調整前）

は、現在の市場予想の約 3.5％を大幅に上回る約 7％の伸びとなる見込みです。 

 

ヘンケル最高経営責任者のカーステン・クノーベルは、「新型コロナウイルス感染症のパンデミック

が続いていますが、ヘンケルの第1四半期の業績は、特にアドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）

事業部門が牽引する形で、極めて良好なものとなる見込みです」と述べています。 

 

接着技術事業部門は、第 1 四半期の工業製品需要の回復を背景に、速報値によると約 12.5％の

既存事業売上高成長率を達成する見込みです。 

 

ビューティーケア事業部門は、パンデミックに伴う市場停滞の影響を受けながらも、約 1.0％の既存

事業売上高成長率を記録すると予想されます。 

 

ランドリー＆ホームケア事業部門は、主要成熟市場の減速が見え始めたなかでも、第 1 四半期の

既存事業売上高成長率の速報値は約 3.5％増と堅調な伸びを示しています。 

 

上記に関するより詳細な情報と背景については、2021 年 5 月 6 日発表の 2021 年第 1 四半期の

決算報告書で説明いたします。 

 
  

https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2021-03-31-henkel-expects-strong-start-into-fiscal-2021-1168436
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ヘンケルについて 

ヘンケルはバランスのよい、多角的なポートフォリオを備え、産業および一般消費者向け事業をグローバルに

展開しています。優れたブランドとイノベーション、テクノロジーを誇るヘンケルは、アドヒーシブテクノロジーズ

（接着技術）、ビューティーケア、ランドリー＆ホームケアの 3 分野において、グローバルリーダーとしての地位

を維持しています。1876年に創立し、140年以上に及ぶ成功の歴史があるヘンケルは、ドイツのデュッセルド

ルフに本社を置き、世界に約 53,000 人の社員を擁しています。サステナビリティの分野をリードする存在とし

て評価されるヘンケルは、多くの国際的指標やランキングでトップの地位を維持しています。2020 年の売上

高は 190 億ユーロを超え、営業利益はおよそ 26億ユーロでした。ヘンケルの優先株はドイツ株式指数 DAX

のリストに入っております。さらなる情報はこちら www.henkel.comをご覧ください。 

ヘンケルジャパンホームページ： http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ： http://www.facebook.com/HenkelJapan 

 

本資料には、今後ヘンケルに影響を及ぼしうる将来の事業動向、財務成績、その他の出来事または動向に

関する記述が含まれており、これらは将来予測に関する記述に該当する可能性があります。将来予測は、英

文中 ”expect“ “intend ” “ plan ” “ predict” “assume” “believe” “estimate” “anticipate” “forecast”等の語や同

様の表現を用いて特徴づけられています。本プレスリリースにおける将来予測は、弊社経営陣の知見と現在

の予測に基づくものです。こうしたステートメントは、将来予測の実現を確約するものでは決してありません。

将来のヘンケル社および関連企業の業績は、多くのリスクならびに不確実な要因によって、本稿の将来予測

とは異なる場合があります。こうした要因の多くは、経済状況や競合の活動、その他市場要因など、弊社のコ

ントロールを超えるものや前もって正確に予測することができないものです。ヘンケルは、これら将来予測をア

ップデートする意向はなく、またそれに関するいかなる義務を負うものでもありませんので、ご了承ください。  

本資料には、適用可能な財務報告枠組みの中で明確に定義されていない代替的業績指標であるか、または

そのような可能性のある補足的な財務指標が含まれています。ヘンケルの純資産、財務状況または経営成

績を評価する際は、これらの補足的な財務指標を単独で解釈すべきではなく、また連結決算報告書に適用さ

れる財務報告枠組みに従って表示されたヘンケルの純資産、財務状況または経営成績の代替的な指標と見

なすべきではありません。類似の名称の代替的業績指標を報告または記載している他の企業は、かかる指

標を、ヘンケルとは異なる方法で計算している可能性があります。 

 

本資料は情報提供のみを目的としており、投資助言を提供するものではなく、有価証券の売却の申し出また

は購入の勧誘を構成するものではありません。 
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－本件に関するお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 小野尾 秀美 

TEL：03-5783-1219  e-mail: hidemi.onoo@henkel.com 
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